
【第39回政策検討部会 令和７年９月１日】

(1) 創造的イルミネーション事業〈ヨルノヨ2025〉の実施に係る景観推進地区での景観形成について（審議）

【規定を超える演出内容】
・イベント期間：令和７年12月４日～30日 27日間
・投影時間（１日）：山下公園 ４時間５分、大さん橋 ４時間35分

【結論】
・審議事項について了承されました。

【審議の内容】
①インタラクティブなプロジェクトマッピング
②ロゴマーク等の投影
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(1) 創造的イルミネーション事業〈ヨルノヨ2025〉の実施に係る景観推進地区での景観形成について（審議）

【演出内容】魅力ある夜間景観の創造に寄与
・公園内の芝生面に映すプロジェクションマッピング
・プロジェクションの光の中に飛び込むような感覚を味わうことが可能
・特別演出では街全体で取り組む光と音の演出との一体感を体験

【山下公園のインタラクティブなプロジェクトマッピング】
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(1) 創造的イルミネーション事業〈ヨルノヨ2025〉の実施に係る景観推進地区での景観形成について（審議）

【大さん橋国際客船ターミナル屋上広場 】
・街全体が光と音楽で躍動するショーを最も体感できるビューポイント
・街を巡る周遊のポイントとなる重要な場所 
・ハイライト・オブ・ヨコハマとともに、屋上広場の起伏を活かし、
来場者向けのダイナミックなプロジェクションマッピングを実施 

〈大さん橋国際客船ターミナルのイメージパース〉
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(2) 創造的イルミネーション事業〈ヨルノヨ2024〉における実験的な演出の結果報告と今年度実施について（報告） 
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＜ヨルノヨ2024 ハイライトオブヨコハマ＞ ＜ヨルノヨ2025 ハイライトオブヨコハマ実施案＞
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(3) 山下ふ頭再開発答申を踏まえた基本的な方向性について（報告）

【これまでの経緯】
(1)答申について
・令和５年８月から、学識者と地域関係団体で構成され
た横浜市山下ふ頭再開発検討委員会において、まちづ
くりの方向性や導入機能等について議論されました。

・令和６年12月に、「世界に誇れる、魅せる『緑と海
辺』空間の創造」をはじめとする「目指すべき姿」と、
実現に向けた土台となる「基盤・空間の考え方」の２
つを柱とする答申を取りまとめました。

(2)基本的な方向性について
・答申を踏まえ、本市が描く新たなまちの姿をイメージ
できるよう、骨格となる山下ふ頭の将来像として
再開発のテーマと取組の考え方を「基本的な方向性」
として、取りまとめました。
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(3) 山下ふ頭再開発答申を踏まえた基本的な方向性について（報告）

6

【第39回政策検討部会 令和７年９月１日】 資料政-１



(3) 山下ふ頭再開発答申を踏まえた基本的な方向性について（報告）
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(1) 旧市庁舎街区活用事業における駅前広場とデジタルサイネージの活用について（審議） 
1. 関内駅周辺地区の位置付け ①「国際的な産学連携」と「観光・集客」、 ②賑わいと活性化の核、回遊性の向上、 ③玄関口としての風格
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【令和７年11月５日実施 政策検討部会】

(1) 旧市庁舎街区活用事業における駅前広場とデジタルサイネージの活用について（審議）
５．駅前広場の空間活用の考え方
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【令和７年11月５日実施 政策検討部会】

(1) 旧市庁舎街区活用事業における駅前広場とデジタルサイネージの活用について（審議） 

５．駅前広場の空間活用の考え方
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【令和７年11月５日実施 政策検討部会】

(2)（仮称）水際線まちづくりコンセプトプラン（案）について（審議） 
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【令和７年11月５日実施 政策検討部会】

(5)（仮称）水際線まちづくりコンセプトプラン（案）について（審議） 
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